
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小規模多機能型居宅介護への取り組み 
※小規模多機能型居宅介護事業所限定 

地域での暮らしを支える小規模多機能ケア 
（地域に暮らすさまざまな人とともに過ごす地域共生ケア 

（フレキシブル支援センターを含む）などの実践報告を募集します） 

ケアの質を高めるためのスタッフ育成や組織づ

くりの工夫 （併設施設やサービスとの連携、協働も含みます）

地域とともに歩む小規模多機能ケア 
～地域住民との連携や運営推進会議のあり方～ 

小規模多機能ケアにおける 

ターミナルケアの取り組み 
～本人や家族それを支える隣近所や専門職との連携～ 

 

小規模多機能ケアにおける 多様な住まい方 
～地域で暮らし続けるための新しい住まい方を考える～ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

活活きき・・往往くく  暮暮ららししをを考考ええるる  

小小規規模模多多機機能能ケケアア全全国国セセミミナナーー  

 
開催期日  ２０１０年１０月３０日（土）・３１日（日） 

会   場  県立広島大学 広島キャンパス(広島市南区) 

定   員  ６００人 

参 加 費  実践報告者  １０，０００円 

             （１報告につき２人まで適用となります） 

             ※一般参加費は 13,000 円となります。 

小規模多機能型居宅介護への取り組み 

※小規模多機能型居宅介護事業所限定 

小規模多機能型居宅介護の報告に限定した部門です。単独型、

併設型（グループホームや小規模特養）などの実施形態は問いませ

ん。小規模多機能型居宅介護に取り組むことになったきっかけや、そ

の取り組みのなかで悩んだこと、うまくいかなかった体験談などととも

に、事業の展開方法や取り組んだからこそ感じることができた喜びな

どの実践発表を募集します。 

「小規模多機能ケア全国セミナー」は、2004 年に熊本県山鹿市で 1 回目を開催したのを皮切りに、これまで、全国 6 か所で開催

し、今回で 7 回目を数えます。 
本セミナーでは、小規模多機能ケアに関するさまざまな課題を取り上げるとともに、地域でのその人らしい暮らしを支えるケア

を、実践者や介護者家族、行政・社協などと一緒に考えてきました。また、高齢者ケアのみならず、障がい者や子どもの支援など、

制度の枠を越え、さらには、地域住民との協働・連携など、現状の一歩先を見据えた展開に関しても議論してまいりました。 
5 回目の久留米セミナーからは、実践者が集い、実践の交流をとおして研鑽する場を目指して、実践発表形式を取り入れ、全国

の小規模多機能ケアの実践が一堂に会しております。 
現場のスタッフが、ケアのあり方やスタッフの育成など、各部門のテーマに沿った実践をまとめ、伝え合い学び合い、発表者と

参加者が共に学び、考え合いながら、次の一歩を踏み出すきっかけを発見できるような場になることを目指して開催しています。 
7 回目となります今回のセミナーでも、全国から数多くの実践発表がお寄せいただけることを、心よりお待ちしております。 

ケアの質を高めるための 

スタッフ育成や組織づくりの工夫 
～併設施設やサービスとの連携、協働も含みます～ 

小規模多機能ケアでは、スタッフ一人ひとりの力量が求められます。

小規模多機能ケアに求められるスタッフ像と育成方法、新人研修、職員

の気づきを大切にすることができる職場環境、そして小規模多機能ケア

ならではの組織づくりの工夫などの実践報告を募集します。 
また、グループホームや小規模特養などと併設している小規模多機

能型居宅介護での、併設施設や地域での他のサービスとの連携や協働

の取り組み、工夫も併せて募集します。 

小規模多機能ケアにおける多様な住まい方 
～地域で暮らし続けるための 

新しい住まい方を考える～ 

小規模多機能ケアは、これまでの人間関係を断ち切ることのな

いように、自宅や地域から引き離すことなく、本人や家族の状況

に応じて、住み慣れた地域で住み続けられるための、さまざまな

住まい方の提案・実践をしてきました。小規模多機能型居宅介

護と併設するグループホームや小規模特養、高齢者専用賃貸

住宅などで、自宅での暮らしの支援から徐々に住まいに移行する

支援の実践や、小規模ディサービスや認知症ディサービスの自

主の泊まりを利用していた人が、自宅で暮らすことが困難になっ

て長期に宿泊している実践など、地域で暮らし続けるための新し

い住まい方の実践発表を募集します。 

 

「第 7 回小規模多機能ケア全国セミナーin ひろしま」実行委員会 
 

事務局／小規模多機能ホーム研究会 担当：中山・高木 

〒981-0932 宮城県仙台市青葉区木町16-30シンエイ木町ビル1階（CLC内）

TEL：022-727-8730  FAX：022-727-8737 

E-Mail：clc@clc-japan.com 

●発表時間 

2010 年 10 月 30 日（土）午後のうち、後日指定する 25 分間（報告時間 20 分間＋質疑応答 5 分間） 

●発表準備 

①指定用紙への事業所概要、発表内容の記入、施設図面および勤務表の提出 

資料提出期限：2010 年 8 月 27 日（火） 

②発表時にパワーポイントを使用する場合にはデータを提出（パワーポイントの使用は任意です）。 

データ提出期限：2010 年 9 月 30 日（木） 

※パワーポイントの使用を希望される場合には、申込用紙に必要事項をご記入ください。 

●発表のお申し込み先・セミナーに関するお問い合わせ先 

実践発表のお申し込みは、裏面の申込書に必要事項をご記入いただき、

郵送または FAX にてお申し込みください。 

なお、大会参加のお申し込みは、後日お送りいたします開催要綱をご覧

のうえ、お申し込みください。 

●お申し込み 

①実践発表テーマを選択し、所定の申込用紙にご記入のうえ、お申し込みください。 

発表申込締切日：2010 年 7 月 2０日（火） 

※申込用紙は、1 報告につき、1 枚ご記入ください。 

②お申し込みいただいたテーマ、内容を検討のうえ、事務局においてご希望の部門を変更させていただく場合もありますので、

ご承知おきください。 

地域での暮らしを支える小規模多機能ケア 

～地域に暮らすさまざまな人とともに過ごす地域

共生ケア（フレキシブル支援センターを含む）などの

実践発表を募集します。～ 

介護サービス利用者が地域で暮らし続けることを支援する切り札

の一つとして、小規模多機能ケアがあります。この部門では、小規

模多機能型居宅介護にこだわらず、小規模デイサービスや認知症

デイサービスなどの事業所が、自主事業での訪問や泊まりといった

小規模多機能ケア（宅老所）、また、高齢者にとどまらず、障がい者

分野、児童分野で取り組んでいる小規模多機能ケアや、「お年寄

り・障がい者・子ども」がともに過ごす共生型ケアなどの実践発表を

募集します。 

そのほか、制度の有無にかかわらず、地域サロンや支援者のネッ

トワーク活動など、地域での暮らしを支える多様な実践活動（報告）

も、この部門では広く募集します。 

発表者もセミナーへの参加が必要になります。決定通知に同封

する参加者募集要綱にて、セミナーへの参加申し込みをしてく

ださい。 

実践発表者・施設は、当日資料にレジュメを掲載いたしますの

で、決定通知に同封の様式にしたがって、2010 年 8 月 27 日

（火）必着にて、ご提出していただきます。 

実践発表の希望者・施設が多数で、発表時間ならびに会場の関

係でお断りをする場合には、先着順で決定させていただきます。

2010 年 7 月下旬に決定通知を発送いたします。 

実践例（活動）の発表希望者・施設は、本紙の「実践報告申込

用紙」に必要事項をご記入のうえ、2010 年 7 月 2０日（火）

必着にて、実行委員会事務局にお申し込みください。 

地域とともに歩む小規模多機能ケア 
～地域住民との連携や 

運営推進会議のあり方～ 

小規模多機能ケアは、ご近所や自治会などの地域

と、どのように関係を築いていくのかが大きなカギとなりま

す。地域住民との連携・協働の関係づくりや取り組み、

小規模多機能型居宅介護における運営推進会議のあ

り方、また市町村や社協との関係づくりなど、さまざまな

人たちと創り上げる小規模多機能ケアの実践発表を募

集します。 
 
小規模多機能ケアにおける 

ターミナルケアの取り組み 
～本人や家族とそれを支える 

隣近所や専門職との連携～ 

小規模多機能ケアでは、日々の暮らしだけではなく、

人生の最期までを支える取り組みもあります。本人の意

思を尊重した看取り方や、家族やご近所との連携、看取

りを経験したことで感じたことや見えてきたことなどの実

践報告を募集します。また、看取りには欠かすことので

きない専門職や医療機関との連携の実践（発表）も併

せて募集します。 



「活き・往く 暮らしを考える 小規模多機能ケア全国セミナー」実践発表 申込用紙  

申込先 FAX 番号：022-727-8737 
１．発表申込欄【希望する部門の記入欄に○印をつけてください】 

部 門 記入欄 部 門 テ ー マ 

第１部門 
 小規模多機能型居宅介護への取り組み 

～小規模多機能型居宅介護事業者限定～ 

第２部門 
 地域での暮らしを支える小規模多機能ケア 

～地域に暮らすさまざまな人とともに過ごす地域共生ケアなどの実践報告を募集します～ 

第３部門 
 ケアの質を高めるためのスタッフ育成や組織づくりの工夫 

～併設施設やサービスとの連携、協働も含みます～ 

第４部門 
 小規模多機能ケアにおける 多様な住まい方 

～地域で暮らし続けるための新しい住まい方を考える～ 

第５部門 
 地域とともに歩む小規模多機能ケア 

～地域住民との連携や運営推進会議のあり方～ 

第６部門 
 小規模多機能ケアにおける ターミナルケアの取り組み 

～本人や家族とそれを支える隣近所や専門職との連携～ 

２．発表テーマ・概要（テーマは 30 字以内、概要は 100 字以内） 

発表テーマ  

概  要 
 
 

３．施設名 

法人種別 社会福祉法人 NPO 法人 医療法人・医療法人社団 株式会社・有限会社 その他（    ） 

法人名  

施設種別 小規模多機能型居宅介護・デイサービス・グループホーム・その他（      ）

施 設 名  

事業者番号  

４．発表代表者連絡先 

氏  名 
 TEL 

FAX 
    （    ） 
    （    ） 

住  所 
〒 
 

５．発表者氏名 

 発表者氏名 所属（施設名） 職名 

１    

２    

６．パワーポイントの使用 

パワーポイント 
使用有無 

有    無 
パワーポイント 

バージョン 
  2003   2007 
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